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委員会報告

　

宅
地
分
譲
地
の
残
区

画
数
と
販
売
方
法
は
。

　

定
住
促
進
住
宅
分
譲

地
は
、
完
売
も
し
く
は

申
し
込
み
受
理
済
み
で
あ
る
。

既
設
分
譲
地
の
築
館
加
倉
団
地

は
、
決
算
時
点
で
残
り
７
区
画

で
あ
っ
た
が
、
現
時
点
で
４
区

画
が
契
約
済
み
と
な
り
、
残
り

３
区
画
で
あ
る
。
ド
リ
ー
ム
・

タ
ウ
ン
若
柳
は
残
り
１
区
画
、

金
成
萩
野
団
地
は
残
り
２
区
画

で
あ
り
、
完
売
に
向
け
て
広
告

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
Ｐ

Ｒ
し
て
い
く
。

　

定
住
促
進
宅
地
分
譲

地
の
測
量
設
計
業
務
に

つ
い
て
、
新
た
な
分
譲
地
の
箇

所
数
と
場
所
は
。
全
て
を
調
査

す
る
の
か
。

　

候
補
地
と
し
て
栗
駒
、

金
成
、
志
波
姫
の
３
地

区
が
あ
り
、
地
質
調
査
等
を
３

個
所
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

手
数
料
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
、
住
民

票
交
付
や
資
産
証
明
書
の
手
数

料
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　

小
学
校
費
学
校
管
理

費
の
修
繕
内
容
は
。

　

築
館
小
学
校
の
プ
ー

ル
ろ
過
機
、
宮
野
小
学

校
の
水
道
漏
水
、
栗
駒
小
学
校

の
プ
ー
ル
ろ
過
機
お
よ
び
塩
素

投
入
機
、
高
清
水
小
学
校
の
校

舎
西
側
ク
ラ
ッ
ク
、
体
育
館
ス

テ
ー
ジ
雨
漏
り
、
昇
降
口
床
タ

イ
ル
を
修
理
す
る
。

　

中
学
校
費
の
学
校
管

理
費
の
修
繕
内
容
は
。

　

修
繕
は
２
校
分
で
瀬

峰
中
学
校
の
体
育
館
脇

排
水
路
蓋
。
志
波
姫
中
学
校
の

電
動
水
抜
栓
を
修
理
す
る
。

　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
の

競
技
種
目
と
出
場
者
数

は
。

　

栗
原
市
か
ら
は
７
種

目
、
31
人
が
出
場
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
15
人
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
６
人
、
サ
ッ
カ
ー
２
人
、

軟
式
野
球
２
人
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
１
人
、
ペ
タ
ン
ク
４
人
、
水

泳
１
人
で
あ
る
。

　

株
式
会
社
オ
オ
ワ
ダ

が
計
画
し
て
い
る
保
育

施
設
の
定
員
は
。

　

特
産
物
直
売
セ
ン
タ

ー
条
例
改
正
の
内
容
を

聞
く
。　

栗
駒
岩
个
崎
地
区
の

旧
栗
駒
町
役
場
跡
地
に

整
備
を
進
め
て
い
る
地
場
産
品

等
販
売
施
設
を
栗
原
市
特
産
物

直
売
セ
ン
タ
ー
条
例
に
追
加
す

る
も
の
。

　

定
住
促
進
住
宅
維
持

管
理
基
金
積
立
金
の
内

容
と
平
成
29
年
度
基
金
積
立
金

残
高
見
込
み
額
を
聞
く
。

　

市
の
定
住
促
進
住
宅

は
３
団
地
で
合
計
１
２

０
戸
。
内
訳
は
金
成
60
戸
、
栗

　

住
民
票
交
付
は
、
今

ま
で
は
同
一
世
帯
員
５

人
分
（
５
枚
）
ま
で
３
０
０
円

と
し
、
１
枚
増
す
ご
と
に
50
円

加
算
と
し
て
い
る
が
、
平
成
30

年
４
月
１
日
か
ら
６
枚
以
上
で

も
１
通
と
し
て
３
０
０
円
と
す

る
。

　

資
産
証
明
書
は
、
今
ま
で
は

１
枚
３
０
０
円
で
、
１
枚
増
す

ご
と
に
50
円
加
算
と
し
て
い
る

が
、
平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら

２
枚
以
上
で
も
１
通
と
し
て
３

０
０
円
と
す
る
。

　

火
災
予
防
条
例
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
不
特

定
多
数
の
人
が
利
用
す
る
建
物

で
消
防
法
令
違
反
の
も
の
を
公

表
す
る
制
度
に
つ
い
て
、
以
前

か
ら
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。

公
表
制
度
に
よ
り
、
事
業
者
の

経
営
が
苦
し
く
な
る
の
で
は
。

　

違
反
を
確
認
し
て
い

る
対
象
物
に
対
し
て
は
、

以
前
か
ら
公
表
制
度
が
始
ま
る

こ
と
を
指
導
し
て
い
る
。
ま
た
、

防
火
対
象
物
の
関
係
者
も
、
利

用
者
に
安
全
安
心
な
施
設
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。

　

オ
オ
ワ
ダ
宮
城
工
場

の
敷
地
内
に
、
定
員
は

19
人
で
設
置
す
る
、
オ
オ
ワ
ダ

の
従
業
員
の
み
で
な
く
、
同
じ

工
業
団
地
内
の
企
業
従
業
員
や

通
勤
途
上
の
方
の
児
童
も
受
け

入
れ
可
能
で
あ
る
。

　

医
学
生
と
看
護
学
生

の
貸
付
金
の
返
還
債
務

免
除
に
制
限
は
あ
る
の
か
。
何

名
で
あ
っ
て
も
免
除
と
な
る
の

か
。
返
還
を
免
除
す
る
要
件
は
。

　

医
学
生
及
び
看
護
学

生
へ
の
貸
付
の
段
階
で
、

定
数
を
設
け
て
募
集
し
て
い
る
。

医
学
生
修
学
一
時
金
貸
付
事
業

の
場
合
は
、
医
師
免
許
取
得
後

12
年
以
内
に
栗
原
市
立
病
院
な

ど
に
３
年
間
勤
務
す
る
こ
と
で

免
除
要
件
が
成
立
す
る
。

　

看
護
学
生
修
学
資
金
貸
付
事

業
の
場
合
は
、
看
護
師
と
し
て

卒
業
後
す
ぐ
に
、
栗
原
市
立
病

院
な
ど
に
就
職
し
、
貸
付
し
た

年
数
に
１
年
を
加
え
た
期
間
を

勤
務
す
る
こ
と
で
免
除
要
件
が

成
立
す
る
。

駒
40
戸
、
若
柳
20
戸
に
つ
い
て
、

将
来
の
大
規
模
改
修
・
修
繕
等

に
備
え
、
基
金
に
積
み
立
て
る

も
の
。
基
金
積
立
金
の
平
成
29

年
度
残
高
は
１
億
４
９
０
４
万

５
０
０
０
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

カ
ド
ミ
ウ
ム
分
析
機

器
整
備
補
助
金
に
つ
い

て
、
昨
年
度
も
機
器
購
入
補
助

金
を
議
決
し
た
が
、
今
回
の
購

入
機
器
の
内
容
を
聞
く
。

　

昨
年
度
導
入
さ
れ
た

機
器
は
、
分
析
す
る
検

体
を
作
成
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
。
今
回
導
入
す
る
機
器
は
、

作
成
さ
れ
た
検
体
を
分
析
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
計
画

的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　

多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
の
返
還
の
内
容
と

返
還
が
生
じ
た
理
由
を
聞
く
。

　

返
還
は
、
１
組
織
が

繰
越
金
の
返
還
で
、
１

組
織
は
解
散
に
よ
り
返
還
す
る

も
の
。
組
織
解
散
の
理
由
は
、

後
継
者
不
足
に
よ
り
事
務
を
処

理
で
き
る
若
い
方
が
い
な
い
こ

と
で
あ
る
。

宅
地
分
譲
地
の
残
区
画
は

整

備

が

進

む

地
場
産
品
販
売
施
設

小
・
中
学
校
の
修
繕
内
容
は

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

文
教
民
生
常
任
委
員
会

Ｑ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

Ｑ

Ｑ Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

ＡＡ

Ａ

Ａ

旧栗駒町役場跡地で整備が進む地場産品等販売施設
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平
成
19
年
度
か
ら
始
ま
っ
た

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
一
括
交

付
金
制
度
」
は
、
自
治
会
な
ど

の
創
意
工
夫
に
よ
る
自
立
的
な

活
動
を
十
分
に
支
援
し
て
い
る

か
調
査
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
計

画
で
は
①
地
域
の
課
題
解
決
に

市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
む
こ

と
の
推
進
②
地
域
の
個
性
あ
る

魅
力
的
な
取
り
組
み
の
支
援
③

地
域
間
の
連
携
の
促
進
な
ど
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
交

付
金
を
活
用
す
る
地
域
に
と
っ

て
分
か
り
や
す
い
制
度
の
認
定

や
周
知
の
方
法
な
ど
、
支
援
の

仕
方
も
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、
活
動
の
中
心
と
な
る

　
「
新
た
な
農
業
・
農
村
政
策

の
展
望
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、

農
業
改
革
関
連
８
法
案
の
概
要

を
聴
取
し
、
本
市
へ
の
影
響
や

対
策
に
つ
い
て
調
査
し
た
ほ
か
、

農
業
経
営
者
の
総
合
的
な
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
導
入
さ

れ
る
「
収
入
保
険
制
度
」、「
遊

休
農
地
の
課
税
強
化
や
公
示
制

度
」
に
つ
い
て
、
制
度
内
容
を

詳
細
に
調
査
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
農
業
経
営
体
に

と
っ
て
、
よ
り
有
益
な
制
度
を

研
究
し
、
各
農
業
団
体
と
も
協

調
・
連
携
の
う
え
、
積
極
的
な

情
報
提
供
や
助
言
を
行
う
な
ど
、

農
業
収
入
の
増
加
を
図
る
施
策

を
強
力
に
展
開
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。

　

本
市
の
高
齢
化
率
は
、
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
っ
て
推
移

し
て
お
り
、
多
様
化
す
る
高
齢

者
の
生
活
ニ
ー
ズ
の
増
大
、
一

人
暮
ら
し
や
認
知
症
の
方
の
増

加
な
ど
、
こ
う
し
た
問
題
に
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
が
、
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
そ

こ
で
当
委
員
会
は
介
護
保
険
事

業
の
現
状
と
課
題
に
関
し
て
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

将
来
、
介
護
が
必
要
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
介
護
予
防
の
取

り
組
み
は
重
要
で
あ
り
、
栗
原

市
が
推
進
す
る
「
く
り
は
ら
元

気
ア
ッ
プ
体
操
」
は
平
成
28
年

度
は
21
カ
所
、
平
成
29
年
度
の

調
査
時
点
で
は
45
カ
所
で
、「
お

茶
っ
こ
会
」
な
ど
の
行
事
と
合

リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
育
成
に
は
、

社
会
教
育
分
野
と
の
連
携
も
研

究
し
て
ほ
し
い
。

　

市
は
昨
年
の
４
月
か
ら
職
員

の
「
業
務
評
価
」
と
「
能
力
評

価
」
を
行
う
人
事
評
価
制
度
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
人
事
評
価
制
度
が

よ
り
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
目
指
し
て
い
る
か
、

職
員
の
能
力
を
伸
ば
す
人
材
育

成
型
に
な
っ
て
い
る
か
調
査
し

ま
し
た
。

調
査
の
結
果

　

評
価
に
あ
た
っ
て
は
、
他
の

職
員
と
の
比
較
を
し
な
い
こ
と

や
、
給
与
と
連
動
す
る
こ
と
を

強
調
し
過
ぎ
ず
、
職
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
目
指
し

評
価
す
る
者
と
評
価
さ
れ
る
者

と
の
面
談
を
第
一
の
目
標
に
捉

え
、
目
的
意
識
の
共
有
化
を
図

り
な
が
ら
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
活
気
あ

る
職
場
づ
く
り
と
と
も
に
職
員

の
育
成
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　

ま
た
、「
栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー

ク
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
し

て
本
年
度
整
備
を
行
う
「
旧
栗

駒
小
学
校
」
の
敷
地
及
び
建
物

の
構
造
や
整
備
工
事
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

栗
駒
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク
の
情

報
発
信
や
体
験
、
学
習
等
の
活

動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、
事
業

の
着
実
な
進
捗
管
理
は
も
と
よ

り
、
施
設
の
管
理
運
営
体
制
に

つ
い
て
は
、
地
域
と
の
協
議
を

十
分
に
行
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
整
備
を
進
め
て
い

る
市
道
、
橋
り
ょ
う
及
び
水
道

配
水
管
移
設
な
ど
、
詳
細
に
わ

た
り
各
事
業
の
進
捗
状
況
を
調

査
し
、
各
事
業
が
施
工
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
基
づ
き
、
着
実
に

進
行
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
民
が
安
全
・
安

心
な
生
活
を
送
る
た
め
の
柱
と

な
る
道
路
や
橋
り
ょ
う
、
上
下

水
道
な
ど
の
適
切
な
整
備
と
維

持
管
理
に
努
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

わ
せ
て
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、

開
始
か
ら
半
年
後
の
体
力
測
定

の
結
果
か
ら
、
確
実
に
高
齢
者

の
体
力
増
進
・
認
知
症
予
防
効

果
が
現
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
様
々
な
方
法
を
用

い
て
、
積
極
的
に
活
動
を
Ｐ
Ｒ

し
て
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
に

努
め
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

家
や
地
域
で
、
で
き
る
限
り
自

立
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
目
指
し
た
、「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
「
医
療
」、「
介
護
」、「
予
防
」、

「
住
ま
い
」、「
生
活
支
援
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
」
な
ど
、
様
々
な

支
援
が
切
れ
目
な
く
バ
ラ
ン
ス

よ
く
提
供
さ
れ
る
体
制
を
早
急

に
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

本
市
の
取
り
組
み
は
、
ま
だ

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
至
る
途
中

で
は
あ
る
が
、「
地
域
の
支
え

合
い
」
と
「
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
を
担
う
多
様
な
事
業
者
」
と

の
連
携
を
築
き
、よ
り
良
い「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
構

築
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

人

材

育

成

型

か

人

事

評

価

制

度

委員会報告

健
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３年に一度のまちづくり発表会

ジオパークビジターセンターとなる旧栗駒小学校を調査

元気アップ体操


